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テクノロジーの変遷ともに
「LLL/.net」は、Visual Studio .NET

と連携し、C/S型アプリケーションお

よびWindowsフォーム＋Webサービ

スで構成されるスマートクライアント

を、効率よく、高品質で開発するため

の開発支援ツールだ。

この開発ツールの前身は、1994年に

までさかのぼる。製品担当の三宅広行

氏は、当時を次のように振り返る。

「当時OSといえばMS-DOSが主流

で、MS-DOS上で動くアプリケーショ

ンを開発する際、なにかと面倒な作業

が多く開発者の負担となっていました。

そこで開発者の負担を軽減しようとい

う目的で、画面設計ツールと実行エン

ジンをセットにした製品“LLL”を提

供しました」

その後、Windows OS、インターネ

ットというテクノロジーの登場ととも

に、Windowsアプリケーション開発ツ

ール「LLL/win」、Webアプリケーショ

ン開発ツール「LLL/web」を開発。そ

して、.NET Frameworkが登場した

2002年から1年後、.NETアプリケーシ

ョン開発ツール「LLL/.net」が誕生し

た。

コード生成の仕組み
LLL/.netは、主に3つの機能を提供

している。

・LLL/.netプログラム設計：画面定義

を行なうプログラム設計ツール

・フォームテンプレート：よく利用す

るデザイン／プログラムをひな型とし

て提供

・制御コンポーネント群：業務システ

ムの定型処理をライブラリ化

詳細は「LLL/.netの概要」を参照し

てもらうとして、ここではLLL/.netで

の開発のおおまかな流れについて説明

してもらおう。

「画面のデザインはLLL/.netプログ

ラム設計を使って行ないます。まずデ

ータベースのテーブル情報を読み込み

ます。次にフォームテンプレートを選

択してフォームを作成し、これに必要

なコントロールなどをドラッグ＆ドロ

ップしプロパティ設定などを行なって
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WebアプリケーションとWindows（C/S）アプリケーションが持つ利点、これらを兼ね備えたのがMicrosoftが提唱す

る「スマートクライアント」だ。今回は、このスマートクライアントを容易に構築できる開発支援ツールについて紹介しよ

う。

株式会社パーシモンゼネラルマネージャー

三宅広行

ユ
ー
ザ
ー

作
成
領
域

データ
ベース

データベース
制御

コンポーネント

フォーム
制御

コンポーネント

帳票制御
コンポーネント
（オプション）

データベース
制御

コンポーネント

データベースサーバー

クライアント

ユーザープログラム

Webサーバー

ユーザー
コンポーネント

データ
ベースWindows

フォーム

.NET Framework

インター
ネット

Web
サービス

.NET Framework

帳票

L
L
L
/.n
e
t

標
準

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

図1：LLL/.netで開発したアプリケーションの構造
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カスタマイズします。すると、フォーム

がこれらの設定情報をもとにコードを

生成します。その後、Visual Studio

.NETでフォームデザインの変更やコー

ドの修正／追加を行なったり、デバッ

グすることによりプログラムを完成さ

せていきます」

ここで注目したいのが、コード生成

機能。LLL/win、LLL/webから強化

されている。

「LLL/winとLLL/webでも、画面

の設定情報をもとにコードを生成し、

これをカスタマイズしてゆきます。しか

し、カスタマイズしたコードが既存の

生成コードに上書きされるため、自分

が変更／追加した部分がわからなくな

ることがありました。LLL/.netでは、

LLL/.netが生成したコードとカスタマ

イズしたコードの記述領域をわけたた

め、その心配はありません」

さらに、コード生成機能について質

問してみるとこんな返事が返ってきた。

「実をいうとLLL/.netではコードを

ジェネレートしているわけではないんで

す。フォームテンプレート自体がファ

イルとして別に存在しています。LLL/

.netプログラム設計でコントロールをド

ラッグ＆ドロップすると、フォームテ

ンプレートのファイルにはコントロール

に実装されたコードがコピーされるん

です。このファイルをそのままフォーム

テンプレートとして再利用することが

できるというメリットもあります」

スマートクライアント
作成機能
LLL/.netの機能のなかでもうひとつ

注目したいのが、LLL/.netデプロイメ

ントツールだ。これを使えばスマート

クライアントを簡単に作成できる。開

発を担当した井上辰夫氏は、この機能

について次のように語る。

「.NET Frameworkに対応するにあ

たって、.NETアプリケーションを利用

するユーザーのメリットを一番に考え

ました。Webアプリケーションはプロ

グラムの配布の煩わしさはないけれど

クライアント側の操作性を考えると物

足りない。また、Windowsフォームは

操作性は優れているもののプログラム

の配布に問題がある。そこで、両者の

メリットを取り入れたスマートクライ

アントに着目しました。

LLL/.netデプロイメントツールを使

えば、.NETネイティブなプログラムは

もちろん、アンマネージドなプログラム

や画像ファイルも配信できます。また、

LLL/.netデプロイメントツールで配信

されるクライアントアプリケーションか

らローカル上のリソースを利用できま

す。

マイクロソフトが提供するプログラ

ム配信の仕組みとして、ノータッチデ

プロイメントがあります。これは不特

定多数のユーザーを対象にしているの

でセキュリティを強固にする必要があ

りますが、LLL/.netは業務アプリケー

ションを対象にしてるため、ユーザー

は特定されます。そのためセキュリテ

ィの強化よりも使い勝手のよいツール

を目指しました」

今後はどうなる？
開発効率を目指してさまざまな機能

を搭載しているLLL/.net。今後どのよ

うな機能を搭載してゆくのだろう。

「当面の目的は、Visual Studio 2005

に対応することです。また、サーバー

側でプログラムの配信を制御したり、

バージョン情報を管理できるように、

デプロイメントツールの機能を強化し

ていく予定です」

LLL/.net

・業務システムの共通処理をまとめたコンポーネント群を用意

・フォームテンプレートをカスタマイズし、業務システムを効率よく開発

・デプロイメントツールにより
クライアントへプログラムを自動配布可能

拡充のポイント
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